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役  職 
（元） オリックス株式会社専務執行役員（CFO） 
（現） 株式会社レイヤーズ・ストラテジー・コンサルティング 顧問 

経 歴 

1957年 福島大学経済学部卒業 
富士通信機製造株式会社（現 富士通株式会社） 
デュポン（ジャパン）株式会社 勤務を経て 
1968年 オリエント・リース株式会社（現 オリックス株式会社）入社 
1984年   同社取締役経理部長就任 
1995年 同社専務取締役就任 

この間社長室、総合計画室、経理部管掌 
2000年 同社常任顧問就任 
2003年 同社常任顧問退任 

株式会社レイヤーズ・ストラテジー・コンサルティング顧問に就任し
現在に至る 

主 な 実 績 

l リース取引における日本会計基準の原型を作成 
- 会計処理基準が明確ではなかった日本のリース業界において、後に有
価証券報告書内の財務諸表の基本となる原型（オリックス型）を作成 

l 米国会計基準による財務諸表の確立 
- リース取引に関して米国会計基準（財務会計基準ＦＡＳ第１３号）による  
リース会計を導入し、リスクマネジメントを実践 

l オリックス株式会社において米国会計基準による連結経営管理を実施
し、連結業績の向上を遂行 
- 連結財務諸表並びにセグメント情報（各部門別・各事業部別の収益効率
及びリスク開示）を作成、完備 

l オリックス株式会社における連結経営の業績評価システムであるＯＶＡ
（オリックス方式のＥＶＡ）の導入・確立・運用 
- リスク管理の強化及び、業績の一層の発展に寄与 

公的役職等 

l 税制研究会(財務省主税局長主催研究会)代表幹事(1993～現在) 

l （社）リース事業協会税務会計委員会 委員長（1990～2000年） 

l 経団連税制委員会 委員（1991～2000年） 
〔1997 年には経団連米国税制調査視察団団長として日本の法人税引き
下げ、連結納税制度導入に関わる〕 

l （社）租税研究協会常任理事（1991～2000年） 

l 経団連国際会計委員会 委員（1993～2000年） 
〔日本の会計制度見直し（特に時価会計・減損会計の導入）に関わる〕 

著 書 「Q&Aリースの会計と税務」（日経文庫 日本経済新聞社発行） 
 


